


会長あいさつ 

主の御名を讃美いたします。 

 今年度の同窓会総会開催に付き、その方法に関しまして、二転三転しました事をお詫び申し上げます。 

コロナ感染防止の為、リモート総会のご案内を致しましたが、これも学院内を使う為に、学生・生徒さん

への感染の心配もあり、中止とせざるを得ませんでした。海外を含む、例年と同じ数位の同窓生から、リ

モート参加の申し込みを頂いておりましたので、非常に残念です。 

今回新しく、ホームページおよび資料請求により、プログラムをご覧いただくことで、参加可能な方法で

の書面審議を以って総会とする事に致しました。 

 

 私は会長最後の年となりました。三年前に多くの方の推薦を受けて、関東からまいりました。現在約三

万人の同窓生を抱える会として、組織の立て直し、会則の改正、会計の見直しをするお約束を、就任のご

挨拶で致しました。 

昨年度には、在校生の皆様を同窓会準会員として、同窓会組織に入って頂きました。 

これからも、より一層在校生と同窓生の絆を強めていきたいと思います。 

 

 さて、総会プログラム 5ページ総会議事の 7-2に音楽科卒業生会の件の項目があります。 

今年 4 月に、音楽科卒業生会代表者からの依頼として、弁護士事務所名の内容証明を役員会は受け取り

ました。 

これは、昨年総会で決議された会則条文から、音楽科卒業生会の名前が消えている、という主張からで

す。（この問題点は、2016年に成立した会則の解釈の違いにあり、音楽科卒業生会の 20年に及ぶ活動は、

称賛に値し、会を否定するものではありません。） 

新たに、「部会として音楽科卒業生会が成立している」新会則案を、弁護士事務所からの内容証明の返答

期日(5 月 6 日)までに送付しました。それと共に今回の総会での議事に提案をしようとしておりました。 

しかし、役員会の中で多種の案や意見が出て、提案決議する事が出来ず、プログラム書面の議事には載せ

ておりますが、今回の書面決議の案件からは、7-2及び 8は、外さざるを得なくなりました事を、お知ら

せしますと共にお詫び申し上げます。 

音楽科卒業生会の方々とは、今後もさらにお話しを続けて行きたいと願っております。 

 

 福岡県もコロナ感染者の急増の為、緊急事態宣言も発令されており、様々な制限がかけられている日々

です。私も PCR検査をしながら、同窓会活動をしています。 

皆様も、コロナ感染だけではなく、この閉塞感のある生活から、体調を崩される事なくお過ごしくださ

い。 

医療現場も非常にひっ迫していると伺います。看護大学同窓生をはじめ、医療関係者のみなさまには、心

からの感謝とお礼を申し上げます。 

コロナ感染が早く終息し、また皆様と直接お顔を合わせ、楽しい懇親の時を持てます事を、お祈りしてお

ります。 

福岡女学院同窓会 会長 飛田惠子 

























（別紙）７-１．特別提案  

 

 

福岡女学院同窓会 

会 長 飛田惠子 

 

コロナ基金緊急支援 

 

 今年度、新学期が始まり学院キャンパスにたくさんの学生・生徒さんの姿が見えて嬉しく

感じていましたが、又の緊急事態宣言が発令されてしまいました。 

 昨年から続く不景気の波は収まらず、一番弱い立場の学生たちはアルバイトの場を失う

人が続出しております。 

 この百年に一度といわれるコロナ禍による不景気や世の中の閉塞感はみんなの気持ちも

暗くしているように感じております。 

 そこで、昨年度に続き今年度も学校生活に困難を感じていらっしゃる生徒・学生さんに対

して同窓会の資産より一千万円を供出し支援する準備をしております。 

 どうかこれに対して皆様のご賛同を頂きたいと思います。昨年同様、学院を通して生徒・

学生さんの要望に答え、なるべく早くお届け出来ればと考えております。 

 詳細に関しましては役員会に、一任頂きますようお願い致します。 

 

以 上 

 








